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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第68期
第１四半期
連結累計期間

第69期
第１四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自 平成25年４月１日

至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日

至 平成26年６月30日

自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日

売上高 （千円） 4,506,001 4,400,598 18,030,350

経常利益 （千円） 330,427 182,632 944,984

四半期(当期)純利益 （千円） 203,064 118,896 601,144

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 290,163 119,297 771,300

純資産額 （千円） 10,336,595 10,734,295 10,524,507

総資産額 （千円） 16,592,264 18,128,557 18,359,126

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

（円） 24.39 14.83 73.47

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） ― ― ―

自己資本比率 （％） 62.3 59.1 57.2
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)  業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調が続いているものの、消費税率引き上げに

伴う駆け込み需要の反動の影響や、海外景気の下振れリスクもあり、依然として厳しい状況で推移しました。

このような経営環境のもと、当社グループは、提案営業による顧客満足を追求するとともに、環境配慮型の製品

開発を推進し業績向上に取り組みました。

その結果、売上高は44億円（前年同期比2.3％減）となり、営業利益は１億24百万円（前年同期比54.4％減）、経

常利益は１億82百万円（前年同期比44.7％減）、四半期純利益は１億18百万円（前年同期比41.4％減）となりまし

た。

　　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（緩衝機能材事業）

パルプモウルド部門は、畜産および農業分野、工業品分野ともに減収となり、段ボール部門も減収となりまし

た。

その結果、売上高は19億99百万円（前年同期比6.4％減）となり、セグメント利益は１億91百万円（前年同期比

27.5％減）となりました。

　　

（包装機能材事業）

樹脂部門はＰＳフィルムを中心に増収となり、紙袋部門は国内では増収となりましたが、海外では減収となり

ました。

その結果、売上高は23億10百万円（前年同期比1.4％増）となりましたが、セグメント利益は１億87百万円（前

年同期比18.0％減）となりました。

　　

（その他）

売上高は90百万円（前年同期比0.4％増）となり、セグメント損失は23百万円（前年同期は23百万円のセグメン

ト損失）となりました。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事実上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

　　

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は15百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　　

(4) 主要な設備

当第１四半期連結累計期間において新たに確定した重要な設備の新設の計画は、次のとおりであります。

 

会社名
事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の内容

投資予定額
資金調達
方法

着手年月
完了予定
年月

完成後の
増加能力総額

(千円)
既支払額
(千円)

提出会社
段ボール北九州工場
（福岡県直方市）

緩衝機能材事業
段ボール製品
製造設備

300,000 ― 自己資金
平成26年
６月

平成27年
１月

―
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 26,400,000

計 26,400,000
 

 
②  【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,328,000 9,328,000 福岡証券取引所
単元株式数は1,000株
であります。

計 9,328,000 9,328,000 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成26年４月１日～
平成26年６月30日

― 9,328,000 ― 466,400 ― 345,388
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①　【発行済株式】

平成26年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

― ―
普通株式 1,308,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,968,000 7,968 ―

単元未満株式 普通株式 52,000 ― ―

発行済株式総数  9,328,000 ― ―

総株主の議決権 ― 7,968 ―
 

　(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式548株が含まれております。

 
②　【自己株式等】

平成26年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
大石産業株式会社

福岡県北九州市八幡東区
桃園二丁目7番1号

1,308,000 ― 1,308,000 14.0

計 ― 1,308,000 ― 1,308,000 14.0
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

大石産業株式会社(E00677)

四半期報告書

 8/19



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,838,809 3,304,170

  受取手形及び売掛金 4,041,564 3,969,835

  電子記録債権 206,126 244,150

  商品及び製品 684,564 701,386

  仕掛品 112,776 120,573

  原材料及び貯蔵品 927,820 833,465

  その他 251,362 333,671

  貸倒引当金 △14,802 △14,685

  流動資産合計 10,048,222 9,492,568

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,278,177 2,242,940

   機械装置及び運搬具（純額） 1,834,667 1,734,301

   その他（純額） 2,374,698 2,669,461

   有形固定資産合計 6,487,543 6,646,703

  無形固定資産 264,003 258,159

  投資その他の資産   

   投資有価証券 734,542 765,961

   退職給付に係る資産 55,801 314,705

   その他 828,830 710,273

   貸倒引当金 △59,817 △59,813

   投資その他の資産合計 1,559,356 1,731,127

  固定資産合計 8,310,904 8,635,989

 資産合計 18,359,126 18,128,557

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,403,033 1,847,566

  電子記録債務 － 1,327,017

  短期借入金 278,584 293,183

  未払法人税等 114,706 97,946

  賞与引当金 213,521 109,659

  その他 1,289,699 1,260,246

  流動負債合計 5,299,545 4,935,619

 固定負債   

  長期借入金 799,893 737,139

  役員退職慰労引当金 200,510 174,635

  退職給付に係る負債 1,283,173 1,292,770

  その他 251,497 254,096

  固定負債合計 2,535,073 2,458,642

 負債合計 7,834,619 7,394,262
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 466,400 466,400

  資本剰余金 345,533 345,533

  利益剰余金 10,418,790 10,628,427

  自己株式 △726,726 △726,726

  株主資本合計 10,503,998 10,713,635

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 184,634 205,678

  為替換算調整勘定 △93,899 △120,826

  退職給付に係る調整累計額 △89,459 △81,222

  その他の包括利益累計額合計 1,275 3,629

 少数株主持分 19,233 17,030

 純資産合計 10,524,507 10,734,295

負債純資産合計 18,359,126 18,128,557
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 4,506,001 4,400,598

売上原価 3,504,089 3,519,297

売上総利益 1,001,912 881,300

販売費及び一般管理費 729,325 756,896

営業利益 272,586 124,404

営業外収益   

 受取利息 704 570

 受取配当金 4,091 4,936

 受取賃貸料 43,411 48,597

 為替差益 7,826 5,277

 その他 16,538 16,672

 営業外収益合計 72,571 76,054

営業外費用   

 支払利息 2,950 4,320

 不動産賃貸費用 5,201 3,819

 デリバティブ評価損 － 6,525

 売上割引 1,458 1,245

 その他 5,119 1,915

 営業外費用合計 14,730 17,826

経常利益 330,427 182,632

特別損失   

 固定資産除却損 402 371

 特別損失合計 402 371

税金等調整前四半期純利益 330,024 182,261

法人税、住民税及び事業税 156,842 93,380

法人税等調整額 △29,882 △28,062

法人税等合計 126,960 65,318

少数株主損益調整前四半期純利益 203,064 116,943

少数株主損失（△） － △1,952

四半期純利益 203,064 118,896
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 203,064 116,943

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 5,435 21,043

 為替換算調整勘定 81,663 △26,927

 退職給付に係る調整額 － 8,237

 その他の包括利益合計 87,098 2,353

四半期包括利益 290,163 119,297

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 290,163 121,499

 少数株主に係る四半期包括利益 － △2,202
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の

平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から退職給付の支払見込期間ごとに設定された複数の割引率を

使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る資産が251,214千円、退職給付に係る負債が

2,231千円、利益剰余金が158,906千円それぞれ増加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に及ぼす影響は軽微であります。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日
  至  平成26年６月30日)

減価償却費 183,923千円 176,046千円
 

 
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）

  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 71,198 8.50 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金
 

 

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日
定時株主総会

普通株式 68,165 8.50 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

緩衝機能材
事業

包装機能材
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 2,137,194 2,278,977 4,416,171 89,829 4,506,001 ― 4,506,001

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

2,786 3,384 6,171 18,552 24,723 △24,723 ―

計 2,139,981 2,282,361 4,422,342 108,381 4,530,724 △24,723 4,506,001

セグメント利益又は損失
（△）

264,481 228,582 493,063 △23,889 469,174 △196,588 272,586
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、デザイン関連事

業、不動産賃貸事業等を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失の調整額△196,588千円には、主にセグメント間取引消去△2,008千円及び各報告セ

グメントに配分していない全社費用△195,130千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

緩衝機能材
事業

包装機能材
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 1,999,498 2,310,894 4,310,393 90,204 4,400,598 ― 4,400,598

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

2,723 2,615 5,338 24,935 30,273 △30,273 ―

計 2,002,222 2,313,509 4,315,731 115,140 4,430,871 △30,273 4,400,598

セグメント利益又は損失
（△）

191,658 187,387 379,045 △23,654 355,390 △230,986 124,404
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、デザイン関連事

業、不動産賃貸事業等を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失の調整額△230,986千円には、主にセグメント間取引消去△1,457千円及び各報告セ

グメントに配分していない全社費用△230,319千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日
  至  平成26年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 24円39銭 14円83銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 203,064 118,896

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 203,064 118,896

普通株式の期中平均株式数(千株) 8,326 8,019
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

大石産業株式会社(E00677)

四半期報告書

18/19



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２６年７月３１日

大　石　産　業　株　式　会　社

取　締　役　会 　　　 御　中

 

有 限 責 任 監 査 法 人　　ト ー マ ツ
 

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士   松　　嶋　　　　　敦   印

 

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士   室　　井　　秀　　夫   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大石産業株

式会社の平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成２６年４月

１日から平成２６年６月３０日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成２６年４月１日から平成２６年６月３０日まで)

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大石産業株式会社及び連結子会社の平成２６年６月３０日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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